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田葉子の戯曲『Pulverschrift Berlin 1. Für Luise』に登場する鷗外像の新しさと越境文学における
意味を考えたが、水村やゾペティと共に一つのケースとして取り上げたため、紙幅の関係で詳述
できなかったことも少なくない。そこで、ここでは対象を多和田にしぼって改めて検討したい。 
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 『Pulverschrift Berlin 1.Für Luise』（以下、『Pulverschrift Berlin』と省略する）も多和田がらせん舘へ
書下ろした戯曲で、公演のたびに新しい試みが加わり、注目を集めている。初演は2004年10月21
日にベルリンの森鷗外記念館で行われた「研究公演」で、その後もベルリンやアウグスブルクで
上演された（１）他、2006年には「TEXT＋KRITIK. Zeitschrift für Literatur. SONDERBAND」Ⅸで活
字化された。日本では2006年７月20日の大阪・谷町劇場でのドイツ演劇祭で、ついで翌年３月17
日に早稲田大学での第二回多和田葉子国際ワークショップで上演された。私はこのうち日本公演





























整理しておこう。まずルイーゼ像の前という設定は、劇中に「Kleist hat aber ein Gedicht für Luise 
geschrieben」というセリフがあるように、クライストがルイーゼに詩を捧げていることによる。




































 この勤勉そうな留学生に対し、日本からの留学生は、「Ich möchte in einem Zaubergarten 
verlorengehen. Das wäre romantisch.」と語る（４）。どうやら夢見がちな性質のようで、韓国からの
留学生に勉強したくない時は口が「flaniert gerne」と揶揄される。この「flanieren」というドイツ
語について、多和田は『Ma und Mu』（『Sprachpolizei und Spielpolyglotte』Konkursbuchverlag, 2007）で









 そんな有様を見ていた元労働者は、見かねて「Da steht sie schon. Schauen Sie doch hin!」と口を
はさむ。そもそもこの戯曲は元労働者の「Schauen Sie, dort steht sie, die Luise」という言葉から始
まっていた。再三の注意にも関わらず、留学生は接続の待ち時間に写真撮影も可能だと携帯電話















des umweltfeindlichen Ostpulvers ist zum Glück eingestellt」と安直に結びつける。「Wir waren nicht 
im Osten」と否定されても耳を貸さず、「Aber es hört sich realistischer an, wenn ich Ihren Fall in den 





























名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第９号 2008年６月 
物であるかのようにいわれ、結局は「Punkt」を突然打たれてしまう（６）。英雄の登場が安定した













D : Was wollen Sie hier? 
O : Ich soll hier die Hygiene studieren. 
D : Was? Die Hygiene? Was für eine dumme Aufgabe hat man Ihnen gegeben. Die Hygiene ist nicht 
für die Nation, die beim Gehen zwischen den Zehen ein Strohseil festhält.･･･ Die Hygiene ist nicht 
für die Nation, die in der Öffentlichkeit in der Nase bohrt!･･･Sie müssen Ihr Studium nicht so ernst 






下」とのよく知られたやり取りにあたる。「Schauen Sie･･･mit den eigenen Augen an」という公使






































「Kleist Übersetzen:Fremdsprachige Gesamtausgaben der Werke Kleists」をテーマとしたパネルディ
スカッションで、日本で刊行された全集と翻訳史に関する見解を報告した。その「Kleist auf 







































































die Mandarinen müssen heute abend noch geraubt werden』（Konkursbuchverlag, 1997）に収録された短い
ドイツ語の詩で、以下の全文が引用されている。 
 
Auf der Rückseite 
des Wassers 
schreibe ich den Buchstaben O 
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Wie man ein Loch 
in ein anderes Loch bohrt 
Ein spigelverkehrtes O 
steht auf dem Kopf 




Hygiene ist nicht für die Nation, die in der Öffentlichkeit in der Nase bohrt!」と訳され、公使に非衛生
的だと断罪されたこの行為が日本の近代化をめぐるイデオロギーの鎖を断つものだった。
「fangen sie alle plötzlich an,wie besessen in der Nase zu bohren」というシーンがあるが、この行為










表「Kleist auf Japanisch」の中に次のような一節がある。 
 
Auf der Ebene der Schriftzeichen gibt es noch andere Phänomene, die mir aufgefallen sind. In dem 
Titel ,,Die Marquise von O...“ steht auch in der japanischen Übersetzung der Buchstabe O. Es passiert 
selten, dass ein alphabetischer Buchstabe es schafft, so ins Japanische überzugehen. Und das ist sehr 
schade. Denn der Buchstabe O schien mir wie die Verkörperung jenes Ortes oder jenes Momentes zu 
sein, an dem das Bewusstsein der Marquise abwesend war. Der Buchstabe O ähnelt der Zahl Null, die 
die Abwesenheit verkörpert. So kommt in der ,,Verlobung in St. Domingo“ Congo Hoango vor, 
dessen Name den Buchstaben O wiederholt, wie auch bei Antonio, Nicolo und Colino in ,,Der 
















『Das Bettelweib von Locarno』を意識して創作されたとも考えられるだろう。『Das Bettelweib 



















変身させるのが、この戯曲ではないだろうか。つまり、「Schauen Sie sich lieber den europäischen 












やインターネットではなく、自分自身で発見することである。だからこそ、「Vielen Dank für Ihre 





























手を伸ばして／冴え切った外気に触れる」（前掲『Aber die Mandarinen müssen heute abend noch geraubt 
werden』所収）とある。『Pulverschrift Berlin』でも皆がくしゃみをする（niesen）。それは創造的行
為としての「bohren」を皆が一斉に行う直前のことで、原因は空中を舞う「Pulver」である。 








戯曲の基調音 p は、「Popeln」の p であり、「Preußen」の p でもあり、そして「Pulver」の p なの
だ。 
 「O」を発見する道の手がかりは、この戯曲の冒頭での、場所に関する留学生と元労働者との
会話にも示されていた。元労働者は「Sie müssen so rum gehen, denn hier kommt man nicht durch.Der 
Boden ist uneben und schlammig」といい、これに対して韓国からの留学生は、「Aber wir wollten 
eigentlich gar nicht zu der Königin, sondern zum Bahnhof Zoo und haben uns verirrt in deisem 



































７ ｢TEXT＋KRITIK」版では、ジャーナリストがクライストを、「seine veraltete Moral zwingt ihn, ein 
Komplize der konservativen, konfuzianisch-kommunistischen Nationalisten zu sein!」とkonやkomで始まる語句を
並べて批評し、日本人留学生は「Kon,kon,kon ruft der Fuchs」と応じて狐の鳴き声となる。 
８ 鷗外のクライスト受容は伊藤嘉啓「鷗外とクライスト」（「比較文学」1987・3）、青田寿美「森鷗外の初
期文学―ドイツ短篇小説理論とクライスト受容を通して―」（「国語国文」1990・7）、竹盛天雄「鷗外 そ
の出発」56～62（「解釈と鑑賞」1997・10～1998・2､4､5）等を、クライスト研究史は眞鍋正紀「「認識論
のシニシズム」から「シニカルな認識方法」へ―コード変換の審美学 H･v･クライスト研究の動向―」
（「上智大学ドイツ文学論集」2005・12）を参照した。 
９ Ｇ・ドゥルーズ／Ｆ・ガタリ『カフカ―マイナー文学のために』、法政大学出版局、1978・7、宇波彰・
岩田行一訳 
10 ナポレオンの皮膚が病に「侵略」され「白い細粉」をふく『ナポレオンと田虫』を取り上げることを通
して征服と肌をめぐる問題を投げかけているが、特に「TEXT＋KRITIK」版では、移民の多い地区として
知られるクロイツベルクから来たパンク女性が「bunt」という単語を白色と対照させており、すべてを白
く同一化する洗剤の粉から、植民地主義や帝国主義に連なる人種主義の問題を提起する方向にも解釈が開
かれている。 
11 『〈関係〉の詩学』、管啓次郎訳、インスクリプト、河出書房新社、2000・5 
12 多和田は『エクソフォニー』で、ベルリンでの鷗外の住まいが日本人の多く住む地区から離れた「ルイ
ーゼ通り」だったことにふれ、彼は「他の遊学族」と「意見の食い違う部分」が多かったのではないかと、
多数派から距離を保つ視点を居住地の位置的なズレと結び付けている。 
 
※ 本稿は科学研究費基盤研究Ｂ「越境する文学の総合的研究」（2005年度～2007年度、研究課題番号
17320050 代表者：土屋勝彦）による成果の一部である。 
 
 
